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1.イベント概要 

本プロジェクトでは、まちづくり協議会（まち協）メンバーがワークショップを通じて、当

該地区ならではの特徴を活かしながらバスと連携した取り組みを検討し、特に冬季にバスの

乗車率が低下する課題を考慮して、冬ならではのイベントを企画・実施した。さらに、社会

実験的な手法を取り入れ、参加者の行動や反応を観察し、バス利用促進の効果や課題を検証

した。 

また、当日は商業施設のテナントにも参加を促し、地域全体でイベントを盛り上げる取り組

みを実施。その結果、イベント当日のバス乗車率は、過去の 2 月の土曜日の平均乗車率と比

較して 30％増加した。本イベントをきっかけに、今後イベントがあまり行われていない当該

地区で、バスと連携した特定日のイベント（特日）を増やし、地域の活性化と公共交通の利

用促進につなげていくことを目指す。本取り組みは、単なる体験の場にとどまらず、継続的

な地域活性化のモデルケースとして位置づけられる。 

今回の社会実験では、冬季におけるバスの利用促進策として、イベントの開催とささしま全

体での広報活動を強化した。具体的には、バスの車内やささしま地区の各施設、名古屋駅か

らささしままでを結ぶあおなみ線の構内にポスターやチラシを掲示し、バスの認知度向上を

図った。また、バスの写真を撮影し提示した来訪者にプレゼントを贈る企画を実施し、利用

促進につなげた。こうした取り組みの結果がバス乗車に繋がったと考える。 

この成果から、冬季であっても適切なイベントを企画し、地域全体で広報活動を展開するこ

とで、回遊性を高めることが可能であることが示された。特に、プレゼント企画を通じた来

訪者の参加促進が一定の効果を生んでおり、今後はこうしたインセンティブ施策の強化や、

より多様なイベント企画との連携を検討していく必要がある。加えて、乗車率の推移を引き

続き観測し、バスの運行形態や広報戦略の改善を進めることで、より持続可能な回遊性向上 s

策を構築していく。 

 

ささしままちづくり協議会会員からの提供された各景品は、バスに乗って現地に来た子供た

ちに配布された。 
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2.広報・宣伝 

チラシ内容 

  

<表>  

・日程 

・会場 

・交通手段 

・出店者 

 

<裏> 

・イベント情報 

・バス案内 

・出店者情報 

・会場マップ  

・会場アクセス 
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SNS（Facebook/Instagram）内容 

一部抜粋 
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3.実施内容 

参加人数 ：約 500名 

バス利用者：約 350 名 

 

イベントの様子 
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4.補足資料 

イベントマニュアル
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